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2. 滅菌リスト 
患者回路構成品の滅菌消毒殺菌の目安です。 
 EOG=エチレンオキサイドガス、AC=オートクレーブ 
 ハミングフロー(透明のチューブ)は滅菌各種類において白濁します。 
 口元フローセンサーケーブル、加速度センサーユニット、加速度センサーケーブル、X ストラップ、BF パネ

ルは清拭のみです。 
 口元フローセンサーの洗浄は浸漬による振り洗い、ゆすぎは滅菌水によるためすすぎにし、流水を使用する

ことは止めてください。乾燥のために高圧ガスや高流量ガスを使用することは止めてください。 
 薬液浸漬温度、ゆすぎ処理する滅菌水温度は 20～30℃を使用してください。 
 各種滅菌、消毒時間などについては一般的な温度(薬液温度)、時間を挙げています。各施設の滅菌プロト

コル、滅菌器製造会社、薬剤製造会社発行の取扱説明書を参照ください。 
 滅菌・消毒回数は 10回を目安に部品交換を行ってください。 
 
○ 適しています、△ 劣化が早まります、× 当該する滅菌法は控えてください。 

構成部品 

EOG 
50℃ 

4時間 
エアレーシ
ョン 9時間 

AC 

プラズマ 

フタラール
20～30℃
浸漬 20分
以上 

パスツール 
75℃30分 

121℃ 
1気圧 
20分 

132℃ 
2気圧 
10分 

飴色の成型部品（ポリサ
ルフォン） 

○ ○ △ △ ○ ○ 

白色の成型部品（POM） ○ × × × ○ ○ 
ハミングフロー ○ △ × △ ○ ○ 
ゴム蛇管 ○ △ × ○ ○ ○ 
インピーダンスバルブ ○ × × × ○ ○ 
口元フローセンサー ○ △ △ × ○ × 
シリコンエルボ ○ △ △ ○ ○ ○ 
HMX排水用チューブ ○ △ △ ○ ○ ○ 
Xピストン ○ △ × × ○ ○ 
呼気バルブダイヤフラム ○ △ × ○ ○ ○ 
テスト肺（シリコン 50ml） ○ × × × × × 

 

 

  


	新しいしおり

